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火災救急

救
急
車
の
正
し
い
利
用
を

平
成
25
年
の
救
急
出
動
件
数
は
２
１
１
３
件
、

初
め
て
２
０
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。
高
齢
化
に

伴
い
、
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
火
災
の
発
生
件
数
は
26
件
、
原
因

は
、
こ
ん
ろ
や
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
出
火
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。車
両
火
災
で
は
、死
者
が
１
人
出
ま
し
た
。

●早く診てほしい
●二日酔いで
●歯が痛い
●病院が分からない
●入院予定だから　など

◆過去５年間の火災発生件数（単位：件）
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建
物

車
両

そ
の
他 林野

H21
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病
院
へ
搬
送
し
た
人
数
は
１
９
３
６
人
。
そ
の

う
ち
、
病
院
で
診
療
を
受
け
て
そ
の
日
に
帰
宅
で

◆救急出動件数と搬送人数の
10年前との比較

H15

1,603件

1,504
人

H24

1,819

1,964件

人

H25

1,936

2,113件

人

H23

1,817

1,995件

人

年

き
る
「
軽
症
」
が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。　

◆程度別搬送人数

死亡38人

軽症
963人中等症

806人

重症129人

平成25年の火災・救急出動状況や、４月１日から運用を開始する高機能消防指令システムをお知らせします。

●ろれつが回らない
●目まい
●呼吸困難、胸が痛い
●手足のしびれ
●様子がおかしい　など

消防署救急指令課主任　岡貴一

　タクシー代わりに救急車を利用する例が見ら
れます。重篤な方への対応が遅れかねません。
体調が悪くて不安だとは思いますが、着替え
ができるなどの余裕があるときは、本当に救
急車が必要か、考え直してみてください。
　しかし、ろれつが回らないときなどは、
ためらわずに救急車を呼んでください。

　

交
通
事
故
の
現
場
で
二
次
災
害
を
防
止
す
る
と

き
や
、
心
肺
停
止
な
ど
で
迅
速
な
救
命
活
動
が
必

要
な
と
き
は
、
救
急
車
と
一
緒
に
消
防
車
が
出
動

し
ま
す
。
平
成
25
年
の
出
動
件
数
は
二
次
災
害
防

止
で
１
４
１
件
、救
命
活
動
で
１
４
９
件
で
し
た
。
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■問合せ　〈火災・救急について〉消防署（☎ 373-2322）
　　　　　〈高機能消防指令システムについて〉消防本部警防課（☎ 373-2321）

４月１日、最新鋭の高機能
消防指令システム運用開始

自動音声案内

　

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
は
、
１
１
９
番
通
報
を
受

け
、
消
防
・
救
急
に
応
じ
て
必
要
な
車
両
な
ど
を

編
成
し
、
災
害
現
場
・
状
況
な
ど
の
情
報
を
送
信

す
る
も
の
で
す
。

　

最
新
技
術
を
駆
使
し
た
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の

導
入
で
、
通
報
を
受
け
て
か
ら
現
場
到
着
ま
で
の

時
間
短
縮
、
消
防
・
防
災
関
係
者
の
災
害
招
集
の

迅
速
化
な
ど
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

主
な
機
能

■
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
車
両
の
位
置
情
報
を
表
示

　

消
防
・
救
急
車
両
に
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

ま
す
。
こ
の
た
め
、
消
防
本
部
に
あ
る
指
令
室
で

は
、
車
両
の
位
置
や
活
動
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

災
害
現
場
に

最
も
近
く
、
対

応
可
能
な
車
両

を
出
動
さ
せ
ら

れ
る
の
で
、
現

場
到
着
ま
で
の

時
間
を
短
縮
で

き
ま
す
。

　消防車が出動したとき、災害
の種類や地区を案内します。
　消防指令システム導入工事の
ため、現在は利用できません。
３月17日から、利用を再開する
予定です。

◆火災・災害案内
　☎372-1155

高機能消防指令システムのイメージ図

指令室では…
●通報者の所在地
確定
●消防・救急車両
の位置や活動状況
を把握

◆病院案内
　☎372-5050
　市内の内科と外科の夜間・休
日当番病院を案内しています。

■
通
報
者
の
位
置
情
報
を
表
示

　

固
定
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
１
１
９
番
通
報
す

る
と
、
電
話
の
所
在
地
が
指
令
室
の
モ
ニ
タ
ー
に

自
動
的
に
表
示
さ
れ
る
た
め
、
短
時
間
で
出
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
と
き
は
大
ま
か
な
位
置
が
表
示
さ

れ
、
通
報
者
の
い
る
場
所
が
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部
の
機
種
で
は
表
示

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
の
１
１
９
番
通
報

　

耳
の
聞
こ
え
な
い
方
や
話
せ
な
い
方
な
ど
、
会

話
で
の
１
１
９
番
通
報
が
難
し
い
方
は
、
フ
ァ
ク

ス
や
メ
ー
ル
で
通
報
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
フ
ァ
ク
ス　

１
１
９
番
（
局
番
な
し
）

●
メ
ー
ル　

事
前
登
録
が
必
要
で
す

＊
詳
し
く
は
、
消
防
署
救
急
指
令
課
（
☎
373
〜
９

０
９
９
・
FAX
　

373
〜
６
２
３
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
３
月
上
旬
以
降
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
救
急
・
防
災
↓
消
防
・
救
急
」
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

■
駆
け
込
み
通
報
装
置

　

消
防
署
大
曲
出
張
所
・
西
の
里
出
張
所
は
、
出

動
な
ど
で
職
員
が
不
在
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
話
器
を
上
げ
る
だ
け
で
指
令
室
と
つ
な
が
る
通

報
装
置
を
設
置
し
ま
す
。
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通報から出動まで

■問合せ　〈火災・救急について〉消防署（☎ 373-2322）
　　　　　〈高機能消防指令システムについて〉消防本部警防課（☎ 373-2321）

出動！
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現役並み所得者を除く70～74歳の
国民健康保険加入者の医療費負担割合

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
〜
74
歳
の
方
の
病

院
な
ど
で
の
窓
口
負
担
は
、
法
律
上
２
割
で
す

が
、
特
例
措
置
で
こ
れ
ま
で
１
割
負
担
で
し
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
よ
り
公
平
な
仕
組
み
と

す
る
た
め
、
こ
の
特
例
措
置
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
に
大
き
な
影

響
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
２
日
以
降
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
方
か
ら
、
段
階
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
70
歳
以
上
で
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
負

担
の
方
は
、
４
月
以
降
も
負
担
割
合
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　

見
直
し
に
よ
る
窓
口
負
担
の
割
合
は
表
１
の

と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
負
担
割
合
が
「
２
割
（
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
は
１
割
）
」
と
記
載
さ
れ
た
高
齢

　

自
己
負
担
限
度
額
の
上
限
は
表
２
の
と
お
り

で
す
。
４
月
１
日
以
降
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
各
種
収
入
な
ど
か

  〈表１〉　４月１日以降の窓口負担の割合

〈表２〉　自己負担限度額の上限

高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

自
己
負
担
限
度
額
の
上
限

窓
口
負
担
の
割
合

所得区分 外来（個人単位）
　　　　　　　Ａ

外来＋入院（世帯単位）
　　　　　　　　　　Ｂ

一般 12,000円 44,400円
現役並み所得者

44,400円

80,100円＋（総医療費－
 267,000円）×１％
（過去12カ月以内にＢの
自己負担限度額を超えた
支給が４回以上あった場
合、４回目以降は44,400円）

低所得者Ⅱ
8,000円

24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

ら
必
要
経
費
や
控
除
を
差
し
引
い
た
所
得
が
０

円
と
な
る
方
（
低
所
得
者
Ⅰ
）
と
、
国
保
加
入

者
が
全
員
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
（
低
所
得

者
Ⅱ
）
は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
が
必
要
で
す
。
国
保
医
療
課
か
各
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

75
歳
に
な
る
月
は
、
国
保
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
に
な

り
ま
す
。

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
３
月
中
旬
に

「
２
割
（
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
）
」
と
記
載

さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
４
月

２
日
以
降
70
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、
誕
生
月
の

下
旬
（
誕
生
日
が
１
日
の
方
は
誕
生
月
の
前
月
）

に
送
付
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
７
月
31
日
（
そ
の
前
に
75
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
方
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

で
す
。

　

８
月
１
日
以
降
の
負
担
割
合
は
、
平
成
25
年

中
の
住
民
税
課
税
所
得
や
収
入
な
ど
を
基
に
、

改
め
て
判
定
し
ま
す
。
８
月
以
降
の
受
給
者
証

は
、
７
月
下
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

対象 割合 内容

平成26年４月１日ま
でに70歳の誕生日を
迎える方
（誕生日が昭和19年
４月１日までの方）

１割

平成26年４月以降も医療費の窓口
負担は１割のまま変わりません。
＊一定の所得がある方は、これま
でどおり３割負担です。

平成26年４月２日以
降に70歳の誕生日を
迎える方
（誕生日が昭和19年
４月２日以降の方）

２割

70歳の誕生月の翌月（誕生日が１
日の方はその月）の診療から、窓
口負担が２割になります。
＊一定の所得がある方は、これま
でどおり３割負担です。
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春は異動の季節です

  〈表３〉国保の届け出

＊長年勤めた会社などを退職し、厚生年金や共済年金な
どを受給している方は、退職者医療制度の手続きも必要
です。年金証書をお持ちください。

用
は
、
市
が
負
担
し
ま
す
。

　

用
紙
は
、
国
保
医
療
課
と
各
出
張
所
、
団
地

住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
に
あ
り

ま
す
。

　

通
院
時
に
行
っ
て
い
る
血
液
検
査
に
、
不
足

す
る
特
定
健
診
の
検
査
項
目
を
補
い
、
そ
の
結

果
を
か
か
り
つ
け
医
が
市
へ
情
報
提
供
す
る
も

の
で
す
。
不
足
を
補
う
た
め
に
行
っ
た
検
査
費

　

受
診
券
を
利
用
し
た
平
成
25
年
度
の
特
定
健

診
は
２
月
28
日
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
の
受
診
率
目
標
40
％
の
達

成
に
は
、あ
と
９
０
０
人
の
受
診
が
必
要
で
す
。

国保の特定健診

主
治
医
意
見
書
と
は

健
診
結
果
の
写
し
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

内容 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめた ●資格喪失証明書
任意継続の健康保険の
有効期限が切れた

●健康保険証
●資格喪失証明書か資格喪
失通知書

職場の健康保険の扶養
家族から外れた

●資格喪失証明書など

他の市町村から転入した ●特定同一世帯所属者異動
連絡票（該当者だけ）
●旧被扶養者異動連絡票（該
当者だけ）

子どもが生まれた ●健康保険証　　
●印鑑
●世帯主の預金通帳など

生活保護を受けなくな
った

●生活保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

職場の健康保険に入った ●国保の健康保険証
●新しく加入した健康保険
の保険証か資格取得証明書

職場の健康保険の扶養
家族になった
他の市町村に転出する ●健康保険証
国保加入者が死亡した ●健康保険証　　

●印鑑
●喪主か施主の預金通帳など

生活保護を受けるよう
になった

●健康保険証
●生活保護開始決定通知書

そ
の
他

住所や世帯主、氏名が
変わった

●健康保険証

修学のため別に住所を
定める

●健康保険証
●在学証明書など

市外の施設に入・退所
した

●健康保険証
●在所証明書など

介護保険の適用除外施
設に入・退所した
健康保険証をなくした ●本人確認ができるもの

　

就
職
や
退
職
、
進
学
な
ど
に
伴
っ
て
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。
表
３
に
該
当
す
る
場
合
は
、

14
日
以
内
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。
職
場
の
健
康

保
険
と
違
い
、
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。国
保
医
療
課
と
各
出
張
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

●
国
保
の
資
格
が
発
生
し
た
月
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

●
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

主治医意見書

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
〜
74
歳
の
方
で
、

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
、
職
場
の
健
診
や
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
は
健
診
結
果
の
写

し
を
国
保
医
療
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
特

定
健
診
を
受
診
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

定
期
的
に
病
院
へ
通
院
し
て
い
る
方
は
、
主

治
医
意
見
書
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限
は
３
月
31
日
で
す
。

■問合せ　〈医療費の負担割合について〉国保医療課国保給付担当（☎ 372-3311 内線 658）
　　　　　〈国保の特定健診について〉国保医療課特定健診担当（☎ 372-3311 内線 693）



　

大
道
芸
人
へ
の
道　

　　

鼻
笛
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
鼻

か
ら
出
し
た
空
気
を
鼻
笛
を
通
し

口
の
中
に
吹
き
入
れ
、
口
で
共
鳴

さ
せ
る
と
音
が
出
る
楽
器
だ
。
素

材
は
陶
器
や
竹
、
黒こ

く
た
ん檀

、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
紙
と
さ
ま
ざ
ま
。
素
材

に
よ
っ
て
音
も
微
妙
に
違
う
。
こ

の
珍
し
い
楽
器
を
使
っ
て
、
全
国

を
股
に
掛
け
て
演
奏
し
て
い
る
人

が
い
る
。
佐
藤
眞
一
さ
ん
だ
。

　

鼻
笛
の
他
に
も
、
の
こ
ぎ
り
の

背
を
弓
で
こ
す
る
演
奏
と
、
南な

ん
き
ん京

玉
す
だ
れ
も
行
う
。
評
判
は
広
ま

り
、
市
内
の
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ほ
っ
と
や
地
域
交
流
ホ
ー
ム

ふ
れ
て
、
老
人
福
祉
施
設
な
ど
か

ら
呼
ば
れ
る
。
道
内
外
の
自
治
体

に
も
出
向
く
。
「
自
分
の
演
奏
に

聞
き
入
っ
て
く
れ
る
人
が
一
人
で

も
二
人
で
も
い
る
の
が
う
れ
し
い

で
す
」と
大
道
芸
の
醍
醐
味
を
話
す
。

　

あ
る
日
、
共
演
し
た
漫
談
家
の

柳り
ゅ
う
て
い亭

久く
ら
く楽

さ
ん
か
ら
芸
名
を
も
ら

っ
た
。
「
お
互
い
に
久
し
く
楽
し

む
」。
大
道
芸
人
「
柳
亭
互ご

く

ら

く

久
楽
」

が
誕
生
し
た
。

　

人
を
楽
し
ま
せ
る
日
々

　

お
年
寄
り
の
前
で
は
「
私
の
名

前
を
聞
く
と
、
皆
さ
ん
は
あ
り
が

た
い
こ
と
（
極
楽
）
を
想
像
す
る

で
し
ょ
う
ね
」
と
笑
い
を
取
る
。

　

即
興
で
観
客
の
要
望
に
も
応
え

る
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
懐
か
し

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク

ま
で
幅
広
い
。
野
外
で
ウ
グ
イ
ス

の
鳴
き
声
を
鼻
笛
で
吹
く
と
、
本

物
の
ウ
グ
イ
ス
が
縄
張
り
を
荒
ら

さ
れ
た
と
思
い
怒
っ
た
と
い
う
。

災
害
の
募
金
会
場
で
は
、「
道
行

く
人
が
い
い
音
色
だ
ね
と
お
金
を

入
れ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

こ
う
し
て
あ
ち
こ
ち
の
会
場
で

演
奏
す
る
と
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
な
ど

で
助
け
て
く
れ
る
人
が
現
れ
る
の

だ
そ
う
。
鼻
笛
は
ど
こ
に
行
く
に

も
持
ち
歩
く
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
も
か

ば
ん
に
も
入
れ
て
あ
る
。
近
所
の

子
ど
も
た
ち
に
「
鼻
笛
の
お
じ
さ

ん
」と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

芸

を

持

と

う

　
北
広
島
に
住
ん
で　

年
。
「
人

が
温
か
い
。
つ
く
づ
く
い
い
所
に

住
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
」
と
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　

佐
藤
さ
ん
の
思
い
描
く
理
想
の

北
広
島
を
聞
い
た
。
「
一
人
一
芸

の
ま
ち
で
す
ね
。
計
算
が
速
い
、

人
の
話
を
聞
く
の
が
上
手
、
野
菜

作
り
や
漬
物
を
漬
け
る
の
が
う
ま

い
。
芸
は
何
だ
っ
て
い
い
。
そ
ん

な
も
の
と
思
う
こ
と
が
、
他
の
人

に
と
っ
て
は
す
ご
い
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。
市
民
約
６
万
人
で
６
万

芸
で
し
ょ
？
」。す
て
き
な
ま
ち
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
願
い

　
音
楽
に
国
境
は
な
い
。
鼻
笛
で

み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
。
世
界
中
の
歌
を
覚

え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち

と
仲
良
く
な
り
た
い
。
北
広
島
に

全
国
各
地
か
ら
鼻
笛
を
持
っ
て
、

人
が
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
る
波
を

起
こ
し
た
い
。
夢
は
膨
ら
む
。

　

昨
年
、
孫
が
生
ま
れ
た
。
「
鼻

笛
は
面
白
い
よ
っ
て
言
っ
て
、
一

緒
に
吹
き
た
い
ん
で
す
」
。
次
世

代
に
も
こ
の
芸
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
熱
く
語
る
そ
の
目
に
は
、
人

の
喜
ぶ
顔
を
た
く
さ
ん
見
て
き
た

自
信
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

　

心
に
響
く
音
色
を

　

自
由
自
在
に
鼻
笛
を
操
れ
る
佐

藤
さ
ん
。
鼻
笛
は
ど
ん
な
存
在
な

の
だ
ろ
う
。
「
手
軽
に
楽
し
め
て

誰
に
で
も
で
き
て
、
人
と
の
出
会

い
や
縁
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
宝

物
で
す
」
。
鼻
笛
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
人
と
友
達
に
な
っ
て
き
た

佐
藤
さ
ん
は
、
広
い
世
界
を
捉
え

て
い
る
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
、
「
も

の
の
け
姫
」
を
吹
い
て
く
れ
た
。

人
の
心
の
琴き

ん
せ
ん線

に
触
れ
る
音
色
。

い
つ
ま
で
も
美
し
い
旋せ

ん
り
つ律
の
余よ

い
ん韻

が
響
い
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
の
心
に
、
鼻
笛
の
奏
で
る

温
も
り
あ
る
音
色
を
届
け
る
こ
と

だ
ろ
う
。

さとう・しんいち
新富町西在住。
大道芸人。元由仁町職員。面白
い楽器をやろうと思い立ち、独
学で吹き方を習得した。全国各
地で鼻笛の演奏をしている。ま
ちおこしや青空コンサート、被
災地応援イベント、第九コンサ
ートなどに鼻笛で参加する。

鼻笛で人の輪を広げる

佐藤　眞一さん

ふれあいステーションほっと演芸会での鼻笛演奏（左）と、
いろいろな種類の鼻笛（右）

＊木の種類のひとつで、代表的な銘木。
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北
の
台
小
学
校
児
童
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な
企
画
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ろ
う
下
歩
行
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
こ
れ
は
、
毎

週
金
曜
に
、
児
童
会
役
員
６
人
で
、
校
舎
内
を
回
り
、
全

校
児
童
が
ど
れ
だ
け
走
っ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

呼
び
掛
け
も
し
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
は
、
こ
の
ろ
う
下
歩

行
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、
み
ん
な
が
ろ
う
下
を
走
ら
な
く
な

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
学
期
に
１
度
あ

る
、
あ
い
さ
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
週

月
曜
に
、
玄
関
前
に
立
っ
て

あ
い
さ
つ
を
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
運
動
で
、

み
ん
な
が
元
気
に
あ
い
さ
つ

を
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
い
じ
め
の
な
い
学
校

を
目
指
し
て
、
活
動
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
２
水
曜
の
昼
の
ひ
と
と
き
に
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
で
開
か
れ
る
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」。

通
称
・
ロ
ビ
コ
ン
の
名
で
親
し
ま
れ
、
誰
で

も
気
軽
に
無
料
で
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

回
を
重
ね
、
今
月
で
２
０
０
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、

愛
好
者
も
増
え
る
よ
う
に
と
始
ま
り
ま
し
た
。

若
手
音
楽
家
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
こ
と
も

目
的
で
す
。
図
書
館
に
来
た
つ
い
で
や
、
買

い
物
帰
り
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
立
ち
寄
り
、

楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

　

先
月
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ピ
ア
ノ

伴
奏
に
合
わ
せ
た
テ
ノ
ー

ル
と
バ
リ
ト
ン
で
し
た
。

明
る
い
日
差
し
が
差
し
込

む
ホ
ワ
イ
エ
に
１
０
０
人

を
超
え
る
観
客
が
来
場
し

ま
し
た
。
よ
く
訪
れ
る
と

い
う
市
川
隆
さ
ん
は
「
気

軽
に
来
て
無
料
で
聴
け
る

の
が
い
い
で
す
ね
。
も
う

30
回
ぐ
ら
い
は
来
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
他
の
皆
さ

ん
も
「
無
料
な
の
に
、
レ

ベ
ル
の
高
い
演
奏
で
す
ね
」
「
友
人
同
士
で

い
つ
も
来
て
い
ま
す
。生
演
奏
は
最
高
で
す
」

と
、
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子
。

　

曲
が
終
わ
る
た
び
に
会
場
か
ら
温
か
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
す
。
終
了
後
、
観
客
が
演
奏

家
に
「
良
か
っ
た
よ
、
あ
り
が
と
う
」
な
ど

と
直
接
話
し
掛
け
る
場
面
も
あ
り
、
演
奏
家

と
の
距
離
が
近
い
の
も
魅
力
で
す
。

　

テ
ノ
ー
ル
の
安
田
哲
平
さ
ん
は
市
内
在
住
。

「
温
か
い
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。
観
客
の

方
に
素
晴
ら
し
い
歌
声
だ
と
声
を
掛
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

バ
リ
ト
ン
の
上
田
哲
さ
ん
や
ピ
ア
ノ
の
石
井

ル
カ
さ
ん
も
「
会
場
の
雰
囲
気
と
音
の
響
き

が
良
く
、
ま
た
演
奏
し
た
い
で
す
」
「
お
客

さ
ん
の
表
情
や
反
応
が
見
え
て
良
か
っ
た
」

と
満
足
そ
う
。

　

「
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
。
子
ど
も
連
れ
の
方
も

歓
迎
し
ま
す
」
と
担
当
者
。

　

多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
る
ロ
ビ
コ
ン
。
今

月
は
通
常
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
に
２
０
０
回

記
念
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま
す
。
内
容
は
本
紙

15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
心
地
よ
い

時
を
過
ご
し
に
、
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

今
月
で
２
０
０
回

北の台小学校６年

武田悠希さん
（児童会長）

児童会での
取り組み

この日も会場いっぱいに
観客が詰めかけました

あいさつ運動に取り組んでいます
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昨
年
は
、
北
海
道
代
表
選
手
が
各
部
門
で
入

賞
し
、
都
道
府
県
別
で
は
男
女
と
も
に
総
合
８

　

大
会
期
間
中
は
、
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
周
辺
や
総

合
体
育
館
を
は
じ
め
、
市
内
に
多
く
の
選
手
が

訪
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
歓
迎
と

　
は
ま
な
す
杯
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

は
、
平
成
元
年
に
「
は
ま
な
す
国
体
」
の
空
手

道
競
技
が
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、18
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
各
地
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
が
、

都
道
府
県
を
代
表
し
て
互
い
の
技
を
競
い
ま
す
。

北
海
道
代
表
選
手
の
活
躍
に
期
待

全
国
の
代
表
選
手
を
応
援
し
よ
う

■問合せ　市教委社会教育課（☎ 372-3311 内線 673）

    

「
形
」
と
「
組
手
」
の
２
種
目
で
す
。
１

・
２
年
生
が
、
男
女
・
学
年
別
に
８
部
門
で

競
い
ま
す
。
個
人
戦
の
ほ
か
、
各
種
目
の
上

位
入
賞
者
の
得
点
で
都
道
府
県
の
順
位
が
決

ま
り
ま
す
。

　

多
数
の
敵
を
想
定
し
た
攻
防
の
手
順
を
、

一
つ
の
流
れ
で
表
現
す
る
演
武
で
す
。
錬
度

や
正
確
さ
、
緩
急
な

ど
の
要
素
を
総
合
的

に
競
い
ま
す
。

　

形
に
は
、
「
慈じ

お
ん恩

」

や
「
観か

ん
く
う空

大だ
い

」
、
「
燕え

ん
ぴ飛

」
、
「
抜ば

つ
さ
い
だ
い

塞
大
」

な
ど
演
武
の
内
容
を
表
す
名
前
が
あ
り
ま
す
。

選
手
は
、
形
名
を
元
気
よ
く
発
声
し
、
演
武

を
始
め
ま
す
。

　

制
限
時
間
１
分
30
秒
の
対
戦
で
す
。
相
手

に
６
点
差
を
つ
け
る
と
勝
ち
と
な
り
ま
す
。

　

安
全
第
一
の
目
的
か
ら
、
相
手
の
体
に
触

れ
る
前
に
攻
撃
を
止

め
る
こ
と
（
寸
止
め
）

が
大
前
提
で
す
。
誤

っ
て
突
き
や
蹴
り
が

当
た
っ
た
場
合
は
反

則
と
な
り
、
減
点
さ

れ
ま
す
。

位
と
健
闘
し

ま
し
た
。

　

今
年
も
予

選
を
勝
ち
抜

い
た
24
人
の

選
手
の
活
躍

が
期
待
さ
れ

ま
す
。

はまなす杯第８回全国中学生

開会式　３月28日㈮　午後３時30分から
競技会　３月29日㈯・30日㈰　午前９時から    
会　場　総合体育館

　平成元年、はまなす国体空手道競技大会に出場
しました。
　ＪＲ北広島駅から総合体育館までの道のりが花
できれいに飾られ、街全体がイベントムードで包
まれていたのを覚えています。
　一方、国体に向け何年も前から準備してきたの
で、いよいよ本番だと緊張していました。多くの
方に支えられたおかげもあり、優勝することがで
きました。
　現在は子どもたちに空手を指導しています。多
くの人の支えや、親への感謝の気持ちをいつも忘
れずにと教えています。
　さて、思い出の「はまなす」が付いた、この大
会。観戦のポイントは、
形も組手もしっかり声を
出し気合いを入れた技の
切れと力強さです。審判
もそこを見ています。
　ぜひ、会場で選手たち
を応援してください。皆
さんの声援が選手の背中
を後押しします。

はまなす国体
空手道競技大会少年女子形
優勝選手　木村　匠さん

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
会
期
間
中
、
総
合
体

育
館
の
入
場
は
無
料
。
誰

で
も
観
戦
で
き
ま
す
。

　

体
育
館
前
の
広
場
に
は

飲
食
店
な
ど
も
出
店
し
ま

す
。
ぜ
ひ
会
場
に
来
て
く

だ
さ
い
。


